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厚
生
労
働
省
は
三
月
三
一
日
、
二
〇
一
四

年
度
の
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
結
果
を
発

表
し
た
。
企
業
・
事
業
所
に
お
け
る
教
育
訓

練
の
実
施
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

二
〇
〇
一
年
度
か
ら
毎
年
、
実
施
し
て
い
る

も
の
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
社
員
一
人
当
た

り
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
費
用
に
つ
い
て
、
今
後

三
年
間
は
「
増
加
傾
向
」
で
推
移
す
る
と
み

る
企
業
が
、
前
回
調
査
を
六
・
九
㌽
上
回
る

三
七
・
三
％
と
な
っ
た
。
同
様
に
、
自
己
啓

発
支
援
に
つ
い
て
も
「
増
加
傾
向
」
を
見
込

む
企
業
が
大
幅
に
増
加
し
、前
回
よ
り
一
七
・

二
㌽
プ
ラ
ス
の
二
七
・
五
％
だ
っ
た
。
景
気

の
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
く
な
か
、
人
材

育
成
投
資
に
対
す
る
企
業
・
事
業
所
の
積
極

的
な
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

約
四
分
の
一
の
企
業
で
過
去
三
年
間
の

Ｏ
Ｆ
Ｆ
︱

Ｊ
Ｔ
費
用
が
増
加
傾
向

　

調
査
は
、「
企
業
調
査
」「
事
業
所
調
査
」
と

「
個
人
調
査
」
で
構
成
し
て
い
る
。「
企
業

調
査
」
と
「
事
業
所
調
査
」
は
、
常
用
労
働

者
三
〇
人
以
上
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
・
事

業
所
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
約
七
二
〇
〇
企

業
・
約
七
一
〇
〇
事
業
所
を
抽
出
。ま
た
、「
個

人
調
査
」
は
、
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

属
し
て
い
る
労
働
者
約
二
万
一
〇
〇
〇
人
を

抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
一
〇
月
～
一
二
月

に
か
け
て
実
施
し
た
。

　

企
業
調
査
で
、
教
育
訓
練
に
支
出
し
た
費

用
の
労
働
者
一
人
当
た
り
の
平
均
額
（
費
用

を
支
出
し
て
い
る
企
業
の
平
均
額
）
を
み
る

と
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
（
業
務
命
令
に
基
づ
き

通
常
の
仕
事
を
一
時
的
に
離
れ
て
行
う
教
育

訓
練
）
に
つ
い
て
は
、
前
回
調
査
比
〇
・
一

万
円
増
の
一
・
四
万
円
と
な
っ
た
。
自
己
啓

発
支
援
に
つ
い
て
も
〇
・
一
万
円
増
で
、
〇
・

六
万
円
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
過
去
三
年
間
に
Ｏ
Ｆ
Ｆ

―
Ｊ
Ｔ
に
支
出
し
た
費
用
実
績
の
推
移
を
尋

ね
る
と
、「
増
減
な
し
」の
企
業
が
三
二
・
六
％

に
対
し
、「
増
加
傾
向
」
が
二
四
・
四
％
、「
減

少
傾
向
」
が
八
・
八
％
、「
実
績
な
し
」
が
三

三
・
一
％
な
ど
と
な
っ
た
。
同
様
に
、
自
己

啓
発
支
援
に
支
出
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、

「
増
減
な
し
」
が
二
六
・
四
％
で
、「
増
加
傾

向
」
が
一
〇
・
三
％
、「
減
少
傾
向
」
が
五
・

八
％
、「
実
績
な
し
」
が
五
五
・
九
％
だ
っ
た
。

　

一
方
、「
今
後
三
年
間
」
に
つ
い
て
は
、
Ｏ

Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
、
自
己
啓
発
支
援
と
も
「
過
去

三
年
間
」
に
比
べ
て
、「
増
加
傾
向
」
を
見
込

む
企
業
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｆ

―
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、「
増
加
傾
向
」が
三
七
・

三
％
で
も
っ
と
も
多
く
、「
増
減
な
し
」（
三

四
・
九
％
）
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、
自
己
啓

発
支
援
に
つ
い
て
も
、「
実
績
な
し
」が
三
九
・

七
％
ま
で
大
幅
に
減
少
。
そ
の
分
、「
増
加
傾

向
」
を
見
込
む
企
業
が
二
七
・
五
％
ま
で
増

加
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
人
材
育
成
投
資
を
増
や
そ
う
と
す

る
動
き
は
、正
社
員
に
比
べ
て
そ
も
そ
も「
実

績
な
し
」
が
多
い
「
正
社
員
以
外
」
に
つ
い

て
も
み
ら
れ
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て

「
増
加
傾
向
」
を
見
込
む
企
業
割
合
は
、
過

去
三
年
間
の
九
・
一
％
に
対
し
、
今
後
三
年

間
は
一
九
・
五
％
ま
で
上
昇
。
同
様
に
自
己

啓
発
支
援
で
は
、
三
・
四
％
→
一
四
・
九
％

に
増
加
し
て
い
る
。

約
四
割
の
事
業
所
が

「
指
導
人
材
の
不
足
」
を
指
摘

　

次
に
、
事
業
所
調
査
を
み
る
と
、
正
社
員

に
対
し
て
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
た
割
合

は
七
二
・
四
％
と
、前
回
調
査（
六
九
・
九
％
）

よ
り
や
や
増
加
し
た
。
正
社
員
以
外
に
対
し

て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
三
四
・
〇
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
計
画
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
日
常
の
業
務
に

就
き
な
が
ら
行
わ
れ
る
教
育
訓
練
）
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
正
社
員
（
前
回
五
九
・
四
％

→
今
回
六
二
・
二
％
）、
正
社
員
以
外
（
同

二
八
・
六
％
→
三
一
・
一
％
）
と
も
、
や
や

増
加
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
能
力
開
発
や
人
材
育
成

に
関
し
て
何
ら
か
の
「
問
題
が
あ
る
」
と
す

る
事
業
所
は
七
五
・
九
％
に
の
ぼ
り
、
前
回

調
査
（
七
〇
・
七
％
）
を
五
㌽
以
上
、上
回
っ

た
。
そ
の
内
容
と
し
て
は（
複
数
回
答
）、「
指

導
す
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」（
五
二
・

二
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
人
材

育
成
を
行
う
時
間
が
な
い
」（
四
八
・
八
％
）、

「
人
材
を
育
成
し
て
も
辞
め
て
し
ま
う
」（
四

〇
・
〇
％
）、「
鍛
え
が
い
の
あ
る
人
材
が
集

ま
ら
な
い
」（
二
七
・
四
％
）、「
育
成
を
行
う

た
め
の
金
銭
的
余
裕
が
な
い
」（
一
九
・
九
％
）

な
ど
が
あ
が
っ
て
い
る
。 

約
八
割
の
正
社
員
が
自
己
啓
発
を
行
う

う
え
で
「
問
題
あ
り
」
と
回
答

　

個
人
調
査
を
み
る
と
、
自
己
啓
発
を
行
っ

た
割
合
は
正
社
員
（
四
三
・
三
％
）、
正
社

員
以
外
（
一
六
・
四
％
）
と
も
、
前
回
調
査

（
そ
れ
ぞ
れ
四
四
・
三
％
、
一
七
・
三
％
）

を
下
回
っ
た
。

　

自
己
啓
発
に
つ
い
て
何
ら
か
の
問
題
が
あ

る
と
し
た
者
は
、
正
社
員
で
は
前
回
調
査
と

同
水
準
の
七
八
・
四
％
、
正
社
員
以
外
で
は

微
増
の
七
〇
・
〇
％
と
な
っ
た
。
具
体
的
な

内
容
を
み
る
と
（
複
数
回
答
）、
正
社
員
で

は
「
仕
事
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が

な
い
」
が
五
八
・
九
％
で
最
多
。
こ
れ
に
「
費

用
が
か
か
り
す
ぎ
る
」（
三
一
・
九
％
）、「
家

事
・
育
児
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が

な
い
」（
二
〇
・
六
％
）、「
ど
の
よ
う
な
コ
ー

ス
が
自
分
の
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
に
適
切
な
の

か
わ
か
ら
な
い
」（
二
〇
・
〇
％
）
な
ど
の
順

で
続
く
。

　

一
方
、
自
己
啓
発
の
問
題
点
と
し
て
は
、

正
社
員
以
外
で
も
「
仕
事
が
忙
し
く
て
自
己

啓
発
の
余
裕
が
な
い
」（
三
四
・
二
％
）が
も
っ

と
も
多
い
。
た
だ
、
正
社
員
に
比
べ
る
と
そ

の
割
合
は
か
な
り
低
く
、
そ
の
分
、「
家
事
・

育
児
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が
な

い
」（
三
三
・
三
％
）
や
、「
自
分
の
目
指
す
べ

き
キ
ャ
リ
ア
が
わ
か
ら
な
い
」（
二
〇
・
五
％
）

等
も
多
い
な
ど
、
正
社
員
と
は
異
な
る
事
情

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

能
力
開
発

1

今
後
三
年
間
の
能
力
開
発
費
用
は
増
加
の
見
込
み
―
―
厚
労
省
調
査




